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１　施設概要

(1) 名　称

豊島区立男女平等推進センター

(2) 愛　称

エポック１０（Epoch10）

 「Epoch 10」の由来…

Equal Participation of Community Habitants (地域住民の平等参加)の略。男女共同参画推進の拠点とし

ての精神を表現  Ｅpoch　という英単語の持つ意味から、新しい時代を創り出す拠点という願いを込めた。

 「１０」とは…

開設当時、駅ビルの１０階に位置することを意味したものですが､長い間慣れ親しんだ愛称ということと、

１０は、十人十色の１０として、一人ひとりがその人らしく暮らせる社会づくりを目指す男女共同参画の

理念にも沿うため、移転後もそのまま固有名詞として使用しています。

(3) 所在地

東京都豊島区西池袋二丁目３７番４号 としま産業振興プラザ(ＩＫＥ・Ｂｉｚ)３階

(ｱ)開　設

平成　４年（１９９２）６月１０日　東京都豊島区西池袋一丁目１１番１号 メトロポリタンプラザ10階

平成１７年（２００５）３月　１日　東京都豊島区西池袋二丁目３７番４号 勤労福祉会館内に移転

平成２８年（２０１６）１月１２日　東京都豊島区東池袋一丁目２０番１５号 生活産業プラザに仮移転

平成２９年（２０１７）５月　１日　東京都豊島区西池袋二丁目３７番４号 

　　　としま産業振興プラザ(ＩＫＥ・Ｂｉｚ)３階に移転

(ｲ) 開館時間

月曜日～土曜日　　午前９時～午後９時

日曜日（月１回）　午前９時～午後５時　毎月最終月曜日の前日のみ。

　　　　（ただし､最終月曜日が祝日と重なる場合､その前週の月曜日の前日となります。）

(ｳ) 休館日

日曜日、祝日、毎月最終月曜日（祝日と重なる場合は､前週の月曜日）、

年末年始（１２月２８日～１月４日）、臨時館内整理日

(ｴ) 規模及び主な施設内容 (専用総面積　632.5㎡)

施　　設 面　　積 定　　員 概　　　要

研修室 １ 33.6㎡ １６名 少人数の会議や学習会、座談会、報告会向きの研修室

研修室 ２ 75.7㎡ ３９名
スクリーン・プロジェクター等を備え、講習会・シンポ
ジウム・会議等に適した多目的な研修室

保 育 室 43.9 ㎡ １５名 未就学児を事業の際に一時的に保育する部屋

多目的スペース 39.6㎡ 展示・イベント等の際に利用

ワーク室 10.2㎡ 印刷機・紙折機・作業台を設置

授 乳 室 10.5㎡ 授乳・おむつ替え等に利用

相 談 室 10.3㎡ 一般・専門相談に応じる部屋

情報・交流
　   コーナー
事務室

　167.5 ㎡
女性問題に関する図書、行政資料が自由に閲覧でき、
オープンスペースで少人数の打ち合わせや情報交換の場
として活用
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２　男女共同参画推進会議

設置根拠：豊島区男女共同参画推進条例第13条(平成15年施行)

構　　成：委員１５名(区議会議員４名、学識経験者等４名、地域関係者３名、利用団体２名、一般区民２名)

　　　　　※区長が委嘱する。いずれか一方の性が4割を下回らないようにする。

任　　期：１期　２年

男女共同参画推進会議・部会開催状況
開催日時・会場

推進会議　第１回 ・ 第４次としま男女共同参画推進プランの進捗管理について

平成29年7月11日(火) ・ 男女共同参画施策に係る苦情の申し出の報告について

午後6時30分～8時30分 ・ 審議会等における女性委員比率改善の取り組みの報告について

としま産業振興プラザ３階 ・ 「ＬＧＢＴ」が抱える課題への取組みの報告について

研修室２

推進会議　第２回 ・ 女性活躍推進協議会設置について

平成30年3月29日(木) ・ 多様な性自認・性的指向に関する対応指針について

午後6時30分～8時30分 ・ 審議会等における女性委員比率向上計画について

としま産業振興プラザ３階 ・ 第４次としま男女共同参画推進プラン実施状況報告について

研修室２ ・ 苦情処理意見表明に対する措置報告について

３　豊島区男女共同参画苦情処理委員

豊島区男女共同参画推進条例により平成15年度設置

苦情処理委員は2人以内とし、男女共同参画の推進に関し優れた人格識見を有する者のうちから、区長が委嘱する。

平成22年度申出（1件）　

平成23年1月19日　「豊島区職員の女性管理職が少ない」という主旨の申出あり。

平成23年6月16日　豊島区長に勧告書提出。（平成25年5月31日までに是正その他の措置について報告を

　　　　　　　　'求めている。）

平成24年度申出（1件）

平成24年6月1日　「防災計画を策定する防災会議委員に占める女性の比率を30％にしてほしい」という申出。

平成24年9月7日　豊島区長に意見表明書提出。（措置報告は求めず）

平成27年度申出（1件）　

平成27年8月18日　「区立小・中学校において男女混合名簿を完全実施するためのシステムの構築を求める」と

　　　　　　　　いう主旨の申出あり。

平成28年3月1日　豊島区長に意見表明書提出。（平成29年3月31日までに改善等の措置について報告を

　　　　　　　 '求めている。）

平成29年1月31日　区長より苦情処理委員に措置を報告する。

平成29年度申出（1件）　

平成29年4月12日 「国民健康保険の書類が世帯主宛に送付されるが、これを加入者本人宛に送付することを

                求める」という主旨の申し出あり。

平成29年10月26日 豊島区長に意見表明書提出。(平成30年2月28日までに改善等の措置についての報告を

                求めている。)

平成30年2月27日 区長より苦情処理委員に措置を報告する。

＜内容＞　

・平成29年度内に「擬制世帯における国民健康保険上の世帯主変更事務取扱要領」を策定し、区ホームページに

　公表する。

・通知書等への追記のためのシステム改修対応の可否について整理する。

設置目的：①行動計画その他重要事項を調査・審議し答申する。
　　　　　②男女共同参画施策の実施状況について調査・審議し、区長に意見を述べる。
　　　　　③苦情処理委員のもとめに応じ、内容を調査・審議し、区長に意見を述べる。

　　議　　　　　題
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４　男女共同参画推進委員会

設置根拠：豊島区男女共同参画推進委員会設置要綱第1条

設置目的：①としま男女共同参画推進プランの推進に関すること

　　　　　②男女共同参画施策の総合調整、施策の重要事項に関することを審議する。

構　　成：委員長1名、副委員長1名、委員18名

男女共同参画推進委員会・幹事会開催状況
開催日時・会場

推進委員会　第１回 ・ 第４次としま男女共同参画推進プランの進捗管理について

平成29年6月22日(木) ・ 「ＬＧＢＴ」が抱える課題について

午前10時00分～11時00分 ・ 平成２８年度としま男女共同参画推進プラン意見書の報告について

本庁舎庁議室 ・ 男女共同参画施策に係る苦情の申し出の報告について

・ 審議会等における女性委員比率向上に向けた取り組みの報告について

推進委員会　第２回 ・ 多様な性自認・性的指向に関する対応指針(案)について

平成30年1月23日(火) ・ 審議会等における女性委員比率向上計画(案)について

午後2時30分～3時30分 ・ 審議会等の女性委員比率改善に向けた取組み基本方針の改正について

本庁舎庁議室 ・ 男女共同参画施策に係る苦情の申し出に対する意見表明について

推進委員会　第３回 ・ 第４次としま男女共同参画推進プラン実施状況報告について

平成30年3月23日(金) ・ 苦情処理意見表明に対する措置報告について

午後2時30分～3時30分 ・ 女性活躍推進協議会設置に関する協議について

本庁舎庁議室

５　運営委員会

　男女平等推進センターの運営に利用者の意見を反映し、区民や利用者の要望に沿った利用しやすい

センターにするために設置。

構　成：　【上半期】　11名（登録団体公募8名、一般公募2名、センター所長）

　　　　　【下半期】　12名（登録団体公募8名、一般公募3名、センター所長）

任　期：　1期3年　（10月改選）

　　

開催状況
開催日時・会場 　　議　　　　　題

平成29年5月24日(水) 1 事業報告と今後の講座予定について

午前10時～12時 2 リニューアルオープンイベント役割分担依頼について

エポック10研修室１ 3 エポック10フェスタ2017に向けての準備・進捗状況等

4 その他

平成29年7月26日(水) 1 事業報告と今後の講座予定について

午前10時～12時 2 次期（第27期）運営委員の選任について

エポック10研修室１ 3 登録団体活動情報のホームページへの公表について

4 エポック10フェスタ2017の運営委員会主催事業について

5 その他

平成29年9月27日(水) 1 事業報告及び今後の講座予定について

午前10時～12時 2 次期（第27期）運営委員の応募状況及び次期運営委員長選出について

エポック10研修室２ 3 登録団体活動情報のホームページへの公表について

4 その他

　　議　　　　　題

第
２
回

第
３
回

第
１
回

－ 3 －



開催日時・会場 　　議　　　　　題

平成29年10月25日(水) 1 男女平等推進センター　所長挨拶

午前10時～12時 2 運営委員および事務局の紹介

エポック10研修室２ 3 委員長・副委員長の選出

4 事業報告と今後の事業予定

5 平成30年度エポック10フェスタについて

6 今後の運営委員会の日程について

7 その他

平成29年12月5日(火) 1 事業報告と今後の講座予定

午後2時～4時 2 今後の運営委員会の日程について

エポック10研修室２ 3 エポック10フェスタ2018実行委員会報告について

4 登録団体のちらし等の掲示について

5 その他

平成30年2月27日(火) 1 事業報告と今後の開催予定

午後2時～4時 2 エポック10フェスタ2018実行委員会報告について

エポック10研修室２ 3 エポック10研修室の１階案内表示について

4 施設内の誰でもトイレへの表示について

5 ３階エポック10掲示板利用の運用について

6 その他

６　豊島区ワーク・ライフ・バランス推進企業認定

１．目的

２．認定を受けるための視点と認定基準

【認定基準】

３．利点

① 認定書の授与

② 認定企業が発行する印刷物等での認定マークの使用許可

③ 男女平等推進センターのホームページ、としまテレビ、ワーク・ライフ・バランスフォーラム等で紹介

④ 豊島区施工能力審査型総合評価方式及びプロポーザル方式の業者選定及び指定管理者選定における加点

⑤ 男女平等推進センター研修室の使用料を通常の25％減免での利用

４．対象
　豊島区内に本社又は主たる事業所がある企業

５．平成29年度ワーク・ライフ・バランス推進企業認定書授与
　平成30年4月9日（月）豊島区本庁舎5階508・509・510にて20社に授与（更新15社、新規5社、欠席：更新2社）

・企業側（20社）（さくらクリニック、株吉川電機工業所は欠席）

出席者：

・区側（9名）…区長、総務部長、文化商工部長、子ども家庭部長、東京都労働相談情報センター池袋事務所
長、一般社団法人豊島産業協会事務局長、社会保険労務士（2名）、男女平等推進センター所長

第
６
回

第
４
回

第
５
回

　仕事と育児が両立できる職場環境づくり、また男女が共に働きやすい職場環境づくりに取り組む企業を豊島区が
認定し、社会的に評価される仕組みをつくることにより、働き方の見直しに向けた企業の自主的な取組の促進を図
り、男女が共に家庭生活と社会生活を両立できるまちを実現することを目的とする。

　会社の経営・人事方針や子育て、介護しやすい環境づくり、男女ともに働きやすい環境づくり、従業員の採用・
職域、などの視点から審査を行う。（労働関係法などで充足を求められている項目を必須項目とする)

　審査基準全48項目のうち、(1)常時雇用労働者が100人を超える企業については、必須項目を全て推進してい
て、且つ、39項目以上を推進している企業、(2)常時雇用労働者が100人以下の企業については、必須項目を全
て推進していて、且つ、24項目以上を推進している企業、であることを認定基準とする。

　社員、職員の仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）に積極的に取り組んでいることを広くPRする機会
となり、企業イメージのアップとなる。また、働き方を見直し、働きやすい職場環境を整えることにより、社員、
職員のモチベーションが上がり、生産性の向上につながる。また、そのほかに次のような利点がある。
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６．認定企業
① 第１期認定企業 ８社【認定期間：平成22年4月1日～平成24年3月31日】

② 第２期認定企業　６社【認定期間：平成23年4月1日～平成25年3月31日】

③ 第３期認定企業　１０社【認定期間：平成24年4月1日～平成26年3月31日】

④ 第４期認定企業　７社【認定期間：平成25年4月1日～平成27年3月31日】

⑤ 第５期認定企業　１３社【認定期間：平成26年4月1日～平成28年3月31日】

⑥ 第６期認定企業　１７社【認定期間：平成27年4月1日～平成29年3月31日】

⑦ 第７期認定企業　２０社【認定期間：平成28年4月1日～平成30年3月31日】

⑧ 第８期認定企業　２６社【認定期間：平成29年4月1日～平成31年3月31日】

⑨ 第９期認定企業　２２社【認定期間：平成30年4月1日～平成32年3月31日】

更新：落合会計事務所【雑司が谷】／社会福祉法人フロンティア【池袋】／㈱小暮電機商会【駒込】
／㈱エム・ティ・ブレーン【池袋】／さくらクリニック【東池袋】／巣鴨信用金庫【巣鴨】
／宝印刷㈱【高田】／㈱ウエマツ【南長崎】／徳力建設工業㈱【雑司が谷】／大東産業㈱【南池袋】
／広研印刷㈱【高田】／医療法人社団日成会【池袋本町】
新規：㈱吉川電機工業所【西巣鴨】／㈱セレスポ【北大塚】／公益社団法人としま未来文化財団【東池袋】
／㈱歌工務店【南大塚】／渡邊建設㈱【南長崎】／伊藤興業㈱【雑司が谷】／㈱システムクエスト【池袋】
／弁護士法人アディーレ法律事務所【東池袋】（※）

更新：㈱NOM【池袋】／唐沢電気㈱【千早】／㈱九電工東京本社【東池袋】／広和電気㈱【北大塚】／㈱サン
シャインシティ【東池袋】／西武造園㈱【長崎】／聖和建設㈱【南池袋】／㈱ゼネット【南池袋】／㈱テー
ビーケイ【西池袋】／東京信用金庫【東池袋】／ナンコ－電機㈱【上池袋】／㈱日本政策金融公庫池袋支店
【東池袋】／税理士法人三村会計事務所【駒込】／㈱武蔵野種苗園【南池袋】／㈱メイユウビルド【池袋】
新規：㈱アイビーシステムズ【東池袋】／一ノ谷建設㈱【南池袋】／㈱小松原工務店【南大塚】／酒井建設㈱
【東池袋】／㈱社会起業家パートナーズ【巣鴨】／信和管工㈱【東池袋】／社会福祉法人豊島区社会福祉事業
団【西巣鴨】／初見電建㈱【東池袋】／文京電気㈱【西池袋】／松本建設㈱【巣鴨】／ユタカ設備工業㈱【要
町】

㈱東京信用金庫【東池袋】／㈱ゼネット【南池袋】／㈱九電工【東池袋】／㈱メイユウビルド【池袋】
／㈱テービーケイ【南池袋】／㈱地域計画連合【北大塚】

更新：巣鴨信用金庫【巣鴨】／大東産業㈱【南池袋】／宝印刷㈱【高田】／さくらクリニック【東池袋】
／徳力建設工業㈱【雑司が谷】／小泉電機㈱【要町】／広研印刷㈱【高田】
新規：㈱ウエマツ【南長崎】／㈱エム・ティ・ブレーン【池袋】／㈱システムリサーチ【池袋】

更新：㈱テービーケイ【南池袋】／東京信用金庫【東池袋】／㈱九電工【東池袋】
／㈱メイユウビルド【池袋】／㈱地域計画連合【北大塚】／㈱ゼネット【南池袋】
新規：大光電設㈱【目白】

更新：巣鴨信用金庫【巣鴨】／㈱システムリサーチ【池袋】／大東産業㈱【南池袋】／宝印刷㈱【高田】
／徳力建設工業㈱【雑司が谷】／㈱エム・ティ・ブレーン【池袋】／㈱ウエマツ【南長崎】
／さくらクリニック【東池袋】／広研印刷㈱【高田】
新規：落合会計事務所【雑司が谷】／㈱小暮電機商会【駒込】／医療法人社団日成会【池袋本町】
／社会福祉法人フロンティア【池袋】

更新：㈱テービーケイ【西池袋】／東京信用金庫【東池袋】／大光電設㈱【目白】
／㈱メイユウビルド【池袋】／㈱ゼネット【南池袋】／㈱地域計画連合【北大塚】
／㈱九電工東京本社【東池袋】
新規：広和電気㈱【北大塚】／聖和建設㈱【南池袋】／㈱日本政策金融公庫池袋支店【東池袋】
／㈱NOM【池袋】／ナンコ－電機㈱【上池袋】／税理士法人三村会計事務所【駒込】／西武造園㈱【長崎】
／㈱武蔵野種苗園【南池袋】／唐沢電気㈱【千早】／㈱サンシャインシティ【東池袋】

更新：伊藤興業㈱【雑司が谷】／㈱ウエマツ【南長崎】／㈱歌工務店【南大塚】／㈱エム・ティ・ブレーン
【池袋】／落合税務会計事務所【雑司が谷】／広研印刷㈱【高田】／㈱小暮電機商会【駒込】／さくらクリ
ニック【東池袋】／㈱システムクエスト【池袋】／巣鴨信用金庫【巣鴨】／㈱セレスポ【北大塚】／宝印刷㈱
【高田】／徳力建設工業㈱【雑司が谷】／公益社団法人としま未来文化財団【南池袋】／社会福祉法人フロン
ティア【池袋】／㈱吉川電機工業所【西巣鴨】／渡邊建設㈱【南長崎】
新規：㈱アクア【西巣鴨】／㈱エクストリーム【西池袋】／新設備工業㈱【池袋】／㈱パイプ技研【南長崎】
／㈲マルシモ【南大塚】

※弁護士法人アディーレ法律事務所は、豊島区ワーク・ライフ・バランス推進企業認定制度実施要綱第２条別
表第１第８項に該当したため、平成29年10月11日付けで認定取消決定を行った。

白十字㈱【高田】／巣鴨信用金庫【巣鴨】／さくらクリニック【東池袋】／広研印刷㈱【高田】
／大東産業㈱【南池袋】／徳力建設工業㈱【雑司が谷】／小泉電機㈱【要町】／宝印刷㈱【高田】
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７　第３回としまＷＬＢネットワークミーティンク゛

１．目的

２．内容

平成29年9月13日（水）午後2時00分～4時00分　としま産業振興プラザ多目的ホール（6階）

出席企業数：19社、出席者数:20名、相談会希望企業数:4社

プログラム
第１部：講演（60分）
　講師：正木秀幸さん（ヒューマシー人事労務研究所、東京都社会保険労務士会豊島支部所属）
第２部：交流会（20分）
第３部:個別相談会（1組30分）

協力：東京商工会議所豊島支部、（一社）豊島産業協会、（公社）豊島法人会、
　　　東京中小企業家同友会豊島支部、東京都社会保険労務士会豊島支部

８　第10回ワーク・ライフ・バランスフォーラム
「知っておきたい。仕事と介護を両立するには？」

１．目的

２．内容

平成29年11月15日（水）午後6時30分～8時30分　　としま産業振興プラザ多目的ホール（6階）
参加者数：34名（女19名、男8名、未回答7名）
講演：知っておきたい。仕事と介護を両立するには？
講師：飯野三紀子さん（一般社団法人介護離職防止対策促進機構　理事）

協力：東京商工会議所豊島支部、（一社）豊島産業協会、（公社）豊島法人会、
　　　東京中小企業家同友会豊島支部、東京都社会保険労務士会豊島支部

　いま、企業や個人においてワーク・ライフ・バランスの推進に対して社会的な必要性が認識されてき
ている。先駆的な取り組み事例や各種支援制度について、一般区民・経営者・人事労務担当者へ周知
し、ワーク・ライフ・バランスについて社会全体で考えるきっかけを与えるため、フォーラムを開催す
る。

長時間労働削減や職場環境の改善など、健康経営という視点から働き方改革に焦点を当てた講演ととも
に、グループごとの交流会や豊島区ワーク・ライフ・バランス推進認定企業制度の紹介、また認定制度
への申請支援を兼ねた個別相談会を行った。

　ワーク・ライフ・バランス（WLB）に関する講演や交流会を行い、企業同士の情報交換やWLB推進のた
めのニーズ把握の場とする。また、社会保険労務士による相談会を開催し、企業がWLBを進めるための
一助とする。そのほかに、区内の認定企業以外の一般企業へ本事業への参加を呼びかけ、WLBに取り組
む企業の増加を図る。

　フォーラムは、介護と仕事の両立をテーマに、介護に向き合うことになった場合に備え、事前準備と
しての介護の実態、仕事との両立に向けた介護の初期段階から、段階を追っての心構えについてご講演
いただいた。
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９　第６回イクメン・カジダン・イクジイ写真展作品公募

１．目的

２．応募状況

３．展示状況

４．入賞作品

１０　男女共同参画職員研修「防災」
～女性・高齢者・障がい者等の視点を取り入れた避難所の開設・運営～

共　　催：人事課 防災危機管理課

目　　的：避難所開設・運営に女性・高齢者・障がい者の視点を取り入れ、様々な方への配慮を欠かさずに

　　　　　災害時の状況の予測や判断、活動方針の決定等の意思決定能力を向上させることを目的とする。

午後1時30分～4時30分

本庁舎　5階会議室

講師：浅野幸子さん

減災と男女共同参画　研修推進センター　共同代表

早稲田大学地域社会と危機管理研究所　招聘研究員

（与えられた被害状況・地域の特徴、およびそこから当然推測される状況を

書き込み、それに対する対処方法を８名までのグループで対話しながら解決

方法を導き出す訓練）

受講者数：３４名

大学非常勤講師

区長賞 「かんぱーい！」

内　　　　　　容

女性・高齢者・障がい者の視点を取り入れた避難所開設・運営の図上訓練

実　施　日

平成30年1月26日(金)

平成29年12月13日（水）　エポック１０研修室２にて表彰式

「仲良し男３世代」

「スズちゃんもやる～」

最優秀賞

優秀賞

「孫の背を孫の手でかく七十秋」

佳作

応募作数 １１作品

募集期間：平成29年8月1日～10月27日

平成２９年１１月１５日（水）にとしま産業振興プラザ６階多目的ホールで開催した「ワーク・ライフ・バランス
フォーラム」の際に展示。

母親だけではなく、父親や祖父の世代にも家事や育児に積極的に参画してもらえるようにする。
母親以外が育児を積極的にすることにより、女性が仕事と育児の両立がしやすくなり、ワーク・ライフ・バランス
の推進につながる。また、区民等に広く募集をすることでワーク・ライフ・バランス社会について社会全体で考え
るきっかけにする。

応募人数
８人

女性８人、男性０人
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１１　事業開催状況

(１) 講座・講演会等

5事業 9回開催 女性 188 人
男性 3 人

その他 0 人
未記入 168 人

　参加人数　延 359 人
　保育数　延 51 人

①エポック10エンパワーメント講座2017
　　　　「なりたい私に近づく！自分軸発見！講座」〔全3回〕

目的： 自分のアタマとココロを整理整頓。自分の生きがいや関心がどこに向いているのか、
講義とワークを通して「自分軸」を探す講座。

対　象 女性 会　場
募集者数 各回30名 時　間 午後2時～4時

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第１回 5月17日(水) 14 ― 0 16 30 6

第２回 5月24日(水) 14 ― 0 7 21 4

第３回 5月31日(水) 15 ― 0 7 22 4

合計 43 ― 0 30 73 14

②エポック10リニューアルオープンイベント「女性は輝けるのか？」
～社会を変えるためにワタシにできること～

目的：

対　象 会　場 としま産業振興プラザ　多目的ホール
募集者数 120名 時　間 午後1時30分～3時30分

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第１回 5月28日(日) 63 3 0 84 150 4

女性が職業生活において、自らの意思に応じて十分な能力を発揮し、活躍できる
環境を整備することを考える講演会。

 研修室2
参加者数

テ　ー　マ（内　容）

「自分を知る①」自分の生きがいや強みを知る。
講師：錦戸かおりさん（がんばれ工房主宰)

「自分を知る②」自分の生きがいや強みを知る。
講師：錦戸かおりさん（がんばれ工房主宰)

「未来を考える」自分のこれからについて考える。
講師：錦戸かおりさん（がんばれ工房主宰)

参加者数
テ　ー　マ（内　容）

一般

現在の女性をとりまく問題と、これからについてどう
考えたらよいか、また老若男女誰もが互いを認め合い
暮らせる社会にするためにはどう行動したらよいか、
女性学の歴史と社会の動向から考察する。
講師：上野千鶴子さん(社会学者)
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③エポック10区民企画運営講座2017
「ママのための『私らしい』芯のある生き方」骨盤エクササイズ付き

目的：

対　象 会　場 研修室2
募集者数 30名 時　間 午後1時半～3時半

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第１回 10月7日(土) 16 ― 0 14 30 11

合計 16 ― 0 14 30 11

④エポック10おとなの総合学習2017
「イライラ！もやもや、息苦しい…『母娘問題』はなぜ起こる？」

目的： 講義とワークを通して、母と娘の難しい関係について知り、関係改善のヒントを得る。

対　象 女性 会　場 研修室2
募集者数 各回30名 時　間 午後2時～4時

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第１回 12月7日(木)
13 ― 0 15 28 7

第２回 12月14日(木)
19 ― 0 4 23 7

第３回 12月21日(木)
19 ― 0 8 27 8

合計 51 ― 0 27 78 22

⑤セルフ・ディフェンス講座―ＮＯと言える私になる―

目的： 女性向けセルフディフェンス(護身術）と、性暴力に関する神話と事実を学ぶことにより、身近に
ある暴力に気づき、被害の未然防止につなげる。暴力は決して許されない社会風土を醸成する。

対　象 会　場 研修室2
募集者数 28名 時　間 午後18時半～20時半

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第１回 3月17日(土) 15 ― 0 13 28 0

合計 15 ― 0 13 28 0

仕事、家庭、育児…毎日の大変さに自分を見失い、モヤモヤ
しているママ向けに、育児を軸におきながら就職、起業をし
た女性の体験談から生き方のヒントを見つける講座。
講師：片山やよいさん（NPO法人美えな塾 理事長）

公募の区民等に「区民企画運営講座」企画運営委員を依頼し、講座の企画から当
日の運営まで、区民参加型の事業を実施することで、講座内容の充実を図り、参
加者のエンパワーメント向上を支援し、かつ男女共同参画の視点を養う。

　子育て中の女性
参加者数

テ　ー　マ（内　容）

　18歳以上の女性
参加者数

テ　ー　マ（内　容）

大切な自分の心と身体を守る護身術を学ぶ。
性暴力に関する神話を学び、身を守る歩き方、距離の
取り方など、実践的な対処法と心構えについて学ぶ。
最後に世界的な女性への暴力防止テーマダンス「ブレ
イク・ザ・チェーン」を踊る。
講師：大久保真紀さん、堤暢子さん（NPO法人青い空
－子ども・人権・非暴力セルフディフェンスファシリ
テーター）

参加者数
テ　ー　マ（内　容）

講義とワークを通して、母と娘の難しい関係について
知り、関係改善のヒントを得る①。
講師：横山真香さん（母娘関係改善カウンセラー）

講義とワークを通して、母と娘の難しい関係について
知り、関係改善のヒントを得る②。
講師：横山真香さん（母娘関係改善カウンセラー）

母娘問題を抱える当事者の語りを聴き、自分自身の問
題を振り返り、関係改善のヒントを得る。
講師：田房永子さん（漫画家）
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(２) 共催事業

21事業 27回開催 女性 454 人
男性 69 人

その他 3 人
未記入 138 人

　参加人数　延 3,416 人
　保育数　延 44 人

① 後援事業　第１回「としまレインボーウォーク」in巣鴨地蔵通り
主催団体：レインボーとしまの会

対　象 会　場

募集者数 30～50名 時　間

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第1回 4月30日(日) 34 ―

合計 34 ―

② 後援事業「第38回“全国親の会”荒川大会」
主催団体：ＮＰＯ法人ＳＥＰＹ倶楽部

対　象 会　場

募集者数 300名 時　間

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第1回 5月28日(日) 264 ―

合計 264 ―

③ 後援事業「おひとりさまのおカネと老後」
主催団体：「おひとりさまと女性のためのおカネ」シンポジウム実行委員会

対　象 会　場

募集者数 200名 時　間
開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第1回 7月8日(土) 280 ―

合計 280 ―

④ 旦那さんはアスベルガー。でも大好きです！～見つけよう笑顔のヒント～
共催団体：ラポール・ラボ

対　象 一般 会　場
募集者数 30名 時　間

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第1回 7月30日（日）
11 1 16 28 4

合計 11 1 16 28 4

　研修室2
　午後1時半～3時半 参加者数

テ　ー　マ（内　容）

発達障害の家族や子どもをサポートしているうちに陥
るカサンドラ症候群について。
講師：ジュンコ田中さん（ラポール・ラボ代表）
ゲスト講師：神田一起さん（千葉県発達障害支援セン
ターCAS発達支援担当臨床心理士）資料代：500円

ＬＧＢＴ当事者と支援者の相互理解を目的とした、セ
ミナーと交流を実施。
参加費：1,000円

　一般 髙岩寺信徒会館～巣鴨地蔵通商店街～巣鴨地域文化創造館

午後1時半～午後5時 参加者数

テ　ー　マ（内　容）

一般

　午前10時半～午後4時15分 参加者数

テ　ー　マ（内　容）

不登校、ひきこもり、発達障害などの子どもの問題に
悩む親を対象に、体験談や交流を実施し、解決策をさ
ぐる。

　サンパール荒川　小ホール

　立教大学14号館201号室

　午後1時半～4時半 参加者数
テ　ー　マ（内　容）

おひとりさまが抱えるお金の問題を多彩な知恵を集め
たシンポジウム。
後援：立教大学大学院21世紀社会デザイン研究科
後援：認定ＮＰＯ法人ウィメンズアクションネット
ワークWAN

老後のおカネについて考え
たい人
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⑤ 女性再就職支援セミナーin池袋　
「私らしく働くための自己理解と仕事の探し方」
共催団体：東京しごとセンター

対　象 再就職を希望する女性 会　場 としま産業振興プラザ　多目的ホール
募集者数 50名 時　間 午前10時～12時

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第1回 8月25日(金) 72 72 6

合計 72 72 6

⑥ お世話だけが子育てじゃない！夫婦で参加する父親学級
共催団体：AneママグループＴＯＭＡＴＯ

対　象 会　場 研修室2

募集者数 18組 時　間 午前10時～11時45分
開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第1回 8月27日(日) 1 3 8 12 3

合計 1 3 8 12 3

⑦ 女性再就職サポートプログラム地域型in池袋　
共催団体：東京しごとセンター

対　象 会　場
募集者数 時　間 午前10時～午後4時

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第1回 9月15日(金) 22 22 3

22 22 4
第2回 9月19日(火)

第3回 9月20日(水)

第4回 9月21日(木)

第5回 9月22日(金) 22 22 4

合計 110 110 11

参加者数
テ　ー　マ（内　容）

納得して働くために、自分自身のこと、社会のことを
整理した上で、具体的な仕事探しのポイントがわかる
セミナー。
講師：小走藤子さん（国家資格キャリアコンサルタン
ト）

再就職を希望する女性 　研修室2

妊娠中～1歳半までのお子
さんを持つ夫婦

参加者数
テ　ー　マ（内　容）

相手の心に寄り添い、夫婦で親になるための秘訣を
ワークショップ形式で学ぶ。
講師：渡辺大地さん（「産後が始まった！」著者）
参加費：2,000円（1組）、保育500円

・これからの働き方について考える
(体験談を聞く、ライフデザインの視点から考える）
講師：東京しごとセンター講師

25名

22 ―

・就職活動のためのパソコンスキル講座
（Ｗｏｒｄ・Ｅｘｃｅｌの使い方、ビジネスメールの
書き方）
講師：東京しごとセンター講師 22

22 ―22

・働くための準備を確認し、様々な働き方を知る
・ビジネスマナー、ビジネスコミュニケーションの基
礎を学ぶ
講師：東京しごとセンター講師

参加者数
テ　ー　マ（内　容）

・オリエンテーション
・心構えと方向性を考える
講師：東京しごとセンター講師
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⑧ 「不登校～子どもの気持ち親の気持ち～」
共催団体：不登校・ひきこもり研究所

対　象 一般 会　場 研修室2
募集者数 35名 時　間 午後2時～4時

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第1回 9月30日(土) 8 4 14 26 2

合計 8 4 14 26 2

⑨ 後援事業「第20回全国シェルターシンポジウム2017in東京
主催団体：特定非営利活動法人全国女性シェルターネット

対　象 一般 会　場 文京区シビックホール大ホール
募集者数 1,000人以上 時　間 9日午前11時～10日午後5時半

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第1回 9月30日(土) 2,150 ―
～

10月1日（日）

合計 2,150 ―

⑩ 「考える力！思いやりの心を育てるために親が今できること」
共催団体：親業を学ぶ会「架け橋」

対　象 一般 会　場 研修室2
募集者数 38名 時　間 午前10時～12時

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第1回 10月5日(木) 16 1 6 23 8

合計 16 1 6 23 8

⑪ 「わくわくカフェ～LGBTと恋～」
共催団体：NPO法人豊島子どもWAKUWAKUネットワーク

対　象 会　場 研修室2
募集者数 30名 時　間 午後2時～4時半

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第1回 10月15日(日) 10 10 3 24 47 0

合計 10 10 3 24 47 0

ロールプレイの体験学習やゲームを通して、コミュニ
ケーションスキルを向上させる講座。
講師：久保まゆみさん（親業を学ぶ会「架け橋」）

　中学生以上

区民、学生が「恋」について語り合う。中学生から40
～50代の幅広い層が参加し、性の多様性に関する基礎
知識を学び、交流後、メッセージパネルを作成。作成
したパネルは12月の人権展示でお披露目する。
講師：性性堂堂（せいせいどうどう）

参加者数
テ　ー　マ（内　容）

参加者数
テ　ー　マ（内　容）

参加者数
テ　ー　マ（内　容）

暴力防止・根絶の重要性および、具体的な取り組みを
社会に発信し、参加者同士が情報交換し、エンパワー
するシンポジウム。
後援：内閣府、厚生労働省、文部科学省、外務省他多
数　参加費：3,500円（1日のみ）、5,000円（2日間）

参加者数
テ　ー　マ（内　容）

不登校を体験した大学生と、わが子の不登校に寄り
添ったときのこれまでの道のりや気持ちを語る。
講師：天野敬子さん（スクールソーシャルワーカー）
　　：橋本早苗さん（スクールカウンセラー）
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⑫ 「育休後職場復帰セミナー」
共催団体：東京都労働相談情報センター池袋事務所

対　象 一般 会　場 東京都労働相談情報センター池袋事務所3階
募集者数 20名 時　間 午後1時30分～3時30分

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第1回 10月18日（水）

合計 23 23 ―

⑬ 「子育て中の再就職応援セミナー」
共催団体：ハローワーク池袋

子育て中で、再就職を検討している女性向けのセミナー。

対　象 女性 会　場 研修室2
募集者数 30名 時　間 午前10時～12時

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第1回 11月8日(水) 28 28 ―

合計 28 28 ―

⑭ 「こころのケア講座」
共催団体：SEDA

対　象 女性 会　場 研修室2
募集者数 20名 時　間 午後2時～4時

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第1回 11月18日(土) 9 2 11 1

合計 9 2 11 1

⑮ 「思春期の子どもの世界　第14回」
共催団体：立教大学校友会レディスクラブカウンセリング研究会

対　象 子育て中の保護者 会　場 立教大学セントポールズ会館
募集者数 70名 時　間 午後1時半～3時半

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第1回 11月25日(土) 27 1 21 49 0

合計 27 1 21 49 0

⑯ 後援事業「母となってはたらく～みんなの復職のかたち」
主催団体：NPO法人マドレボニータ

対　象 会　場 生活産業プラザ　大会議室
募集者数 70名 時　間 午後1時半～4時半

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第1回 1月27日(土) 59 4 63 ―

合計 59 4 63 ―

参加者数
テ　ー　マ（内　容）

23 ―
育児休業後の職場復帰前後に取り組みたい育児と仕事
の両立のためのポイントを解説し、職場復帰を支援す
る。　講師：山口理栄さん（育休後コンサルタント）

23

テ　ー　マ（内　容）

ひきこもり・不登校の相談から見えてきたことを、具
体的な例を挙げつつ、この時期の子どもの接し方など
が学べる公開講演会。
講師：井利由利さん（臨床心理士）

参加者数
テ　ー　マ（内　容）

子育てをしながら、再就職をしたいと考える方の不安
や準備に応えるセミナー。

参加者数

一般

参加者数
テ　ー　マ（内　容）

子育てしながら復職している方の壁の乗り越え方を学
び、不安や思いを語り合う。
協賛：日本電気株式会社（NEC）
協力：ワーキングマザーサロン豊島

参加者数
テ　ー　マ（内　容）

パートナーシップについて学び、ゆがみレンズ（自分
の心のクセ）に気づき、レンズを外すことを意識し、
自分を取り戻すための講座。
講師：本村久美子さん（SEDA）
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⑰ 「親子であそぼう」
共催団体：豊島区学童保育連絡協議会

対　象 会　場 としま産業振興プラザ　多目的ホール
募集者数 50名 時　間 午前10時～12時

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第1回 2月4日(日) 6 3 30 39 ―

合計 6 3 30 39 ―

⑱ 後援事業　立教大学×ベネッセ育休復帰完璧１DAY講座
主催団体：立教大学21世紀社会デザイン研究科・株式会社ベネッセコーポレーション

対　象 育児休業復帰前の家族 会　場 立教大学池袋キャンパス
募集者数 160名 時　間 午前9時半～14時半

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第1回 3月4日（土） 61 41 102 ―

合計 61 41 102 ―

⑲ 「人間力アップセミナー」
共催団体：スーリールプロジェクト

対　象 会　場 研修室2
募集者数 25名 時　間 午前10時～12時

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

第1回 3月8日(木) 13 1 0 17 31 9

合計 13 1 0 17 31 9

⑳ 後援事業　保育付きでホッと一息リラックス　すくすく子育てセミナー
主催団体：家庭倫理の会

対　象 小学生までの児童と保護者 会　場 研修室1
募集者数 10名 時　間 午前10時～11時45分

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

合計 24 ―

一般

参加者数
テ　ー　マ（内　容）

4月より育休復帰を予定している家族のための準備講
座。
参加費5,500円（家族）／3,000円（ママのみ）
講師：萩原なつ子さん（立教大学大学院21世紀社会デ
ザイン研究科教授）他

参加者数
テ　ー　マ（内　容）

身近にある材料を使って万華鏡やスライムなどのおも
ちゃ作りを親子で楽しむ講座。
材料費：200円

参加者数
テ　ー　マ（内　容）

　幼児から小学生と保護者

参加者数
テ　ー　マ（内　容）

人生経験豊かな講師から、子育てや家庭生活のヒント
となる講和を聴く講座。参加者同士のグループトーク
有。
講師：田中啓子さん（一般社団法人倫理研究所）

感情マネジメント、アサーション、ポジティブシンキ
ングなどを学び、自分を見つめなおし、人生前向きに
イキイキと前向きに生きるための講座。
講師：原田諭貴子さん（スーリールプロジェクト代
表）

第1回

第2回

第3回

10月17日(火)

12月5日(火)

2月13日(火)

8 ―

10 ―

9 ―
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㉑ 後援事業　歩く国際協力『Walk in Her Shoes 2018』キャンペーン
主催団体：公益財団法人ケア・インターナショナルジャパン

対　象 一般 会　場 参加の仕方による。
募集者数 600名 時　間 参加の仕方による。

開　催　日 女性 男性 その他 未記入 全体 保育

平成30年
第1回 3月8日(火)～ ― ― ― ― ― ―

5月31日(木)まで

実施予定
合計 ― ― ― ― ― ―

(３) 「女性に対する暴力をなくす運動」特別講演会

　「考えてみよう、彼女たちのこと～JKビジネスの実態と背景から～」
（再掲：女性に対する暴力をなくす運動の取組み）

対　象 一般 会　場 としま産業振興プラザ　多目的ホール
募集者数 100名 時　間 午後6時30分～8時30分

女性 男性 その他 未記入 全体 保育

22 7 12 41

(４) 専門相談講座（再掲：女性に対する暴力をなくす運動の取り組み）

① ＤＶ　：　「イマドキの中高生の恋愛事情～うちの子だいじょうぶ？～」

対　象 区民 会　場 研修室2
募集者数 30名 時　間 午後6時30分～8時30分

女性 男性 その他 未記入 全体 保育

4 2 6

参加者数

参加者数
テ　ー　マ（内　容）

国際協力の理解を目的としたウォーキングイベント。
参加費：2,000円（早期申込者）、3,000円
特別協賛、協賛、後援多数。

参加者数

開　催　日 テ　ー　マ（内　容）

11月22日(水)
デートＤＶをわかりやすく説明するとともに、その対応
の仕方を解説した。
講師：カウンセラー　吉祥　眞佐緒さん

開　催　日 テ　ー　マ（内　容）

12月8日(金)

JKビジネスの実態と、若い女性が抱える困難について講
演する。
講師：NPO法人BONDプロジェクト　橘ジュンさん、タダ
ケンジロウさん
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(５) エポック１０シネマ　～映画に学ぶ人々の生き方～

１事業 １２回開催 女性 133 人

男性 9 人

その他 0 人

未記入 100 人

　参加人数　延 242 人

　保育数　延 31 人

対　象 一般 会　場

募集者数 各回30名 時　間

女性 男性 その他 未記入 全体 保育

10 2 0 7 19 0

18 0 0 6 24 1

3 0 0 10 13 5

2 0 0 8 10 4

16 0 0 10 26 4

20 2 0 8 30 0

10 0 0 8 18 5

12 0 0 10 22 0

13 1 0 13 27 3

17 1 0 11 29 6

8 3 0 8 19 3

4 0 0 1 5 0

合計 133 9 0 100 242 31

PM 『カミング・アウト・ストーリー』（2011/日本/60分）

第１０回 PM 『リトル・ガール・ロスト』（1988/アメリカ/94分）

第１１回 AM 『カミング・アウト・ストーリー』（2011/日本/60分）

第１２回

12/12(火)

3/15(木)

3/15(木)

　映画に描かれている多様な人々の生き方、考え方に触れ、また、社会を取り巻く様々な問題を捉え、考える
機会を提供する。

　研修室2

午前10時～12時　午後2時～4時 参加者数

テ　ー　マ（内　容）

第１回 AM
アンコールシネマ①
『グレート・デイズ！』（2014/フランス/90分）

第２回 PM
アンコールシネマ②『マダム・イン・ニューヨーク』
（2012年/インド/134分）

第３回 AM 『Bloom～生まれたのは私』（2008/日本/60分）

第４回 PM 『Bloom～生まれたのは私』（2008/日本/60分）

第５回 AM 『92歳のパリジェンヌ』（2015/フランス/106分）

第６回 PM 『92歳のパリジェンヌ』（2015/フランス/106分）

8/31(木)

8/31(木)

第９回 AM 『リトル・ガール・ロスト』（1988/アメリカ/94分）

第７回 AM 『最強のふたり』（2011/フランス/113分）

第８回 PM 『最強のふたり』（2011/フランス/113分）

10/26(木)

10/26(木)

12/12(火)

開　催　日

4/11(火)

4/11(火)

6/29(木)

6/29(木)
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１２　登録団体(平成30年4月1日現在)

(１)団体・個人登録状況

エポック10団体登録数　76団体 個人登録数　21名

一般登録団体数　　　　10団体

(２)活動内容別状況

　　　　　　　　　　　　活　　動　　内　　容 団体数

13

3

8

1

2

1

9

4

14

5

3

2

7

4

　　　　　　　　　　合　　　　　　　　　計 76

(３)活動公表団体　29団体

　　　　　団　　体　　名　　称 　　　　　団　　体　　名　　称

女性のからだ・こころに関する活動

性差別に関する活動

女性問題の学習及びネットワーク活動

女性の歴史に関する学習活動

男女平等教育に関する活動

家族・夫婦の問題に関する活動

女性・その他の人権に関する活動

性暴力・セクシャルハラスメントに関する活動

比率

17.1%

2.6%

3.9%

10.5%

1.3%

1.3%

9.2%

100.0%

その他、設置目的に適当と認められる活動 5.3%

2.6%

6.6%

3.9%

5.3%

18.4%

11.8%

女性問題の学習及びネットワーク活動海外事情の学習や外国人女性との交流に関する活動

豊島区に支部を持つ女性問題の全国団体及び組織活動

女性の労働に関する活動

子育てに関する活動

高齢化社会と女性の問題に関する活動

親業を学ぶ会「架け橋」

A-live connect

豊島区聴覚障害者協会

リスタート・ウーマン

NPO法人フォトボイスプロジェクト首都圏グループ

ワーキングマザーサロン豊島

Ａｎｅママグループ　ＴＯＭＡＴＯラ・レーチェ・リーグ豊島

豊島・健康と環境を守る連絡会

家庭倫理の会豊島区

スタディグループ

ラポール・ラボ

Sourire　Project

レインボーとしまの会

エポック10団体登録は登録承認年度から数え、3年目の年度末まで
有効。個人登録は登録証交付月から3年間有効。

虹こころ

不登校･ひきこもり研究所

グループ『風の交叉点』

豊島区ボーイスカウト連絡協議会

教員英語教室

エポック10ゼミの会

北東京生活クラブ生協・まち・豊島

自主グループエポック10

豊島朗読の会“ききみみずく”

豊友会（豊島区原爆被害者の会）

日本子どもの本研究会豊島支部

りぷりんとフレンズ・としま

ウィメンズライフ２１

特定非営利活動法人　青い空ー子ども・人権・非暴力

公益財団法人ケア・インターナショナル ジャパン
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１３　第25回エポック１０フェスタ２０１７（男女共同参画週間)

テ ー マ ：『輝いて女
ひと

と男
ひと

　私が変わる　未来も変わる』
開 催 日 ： 平成29年6月16日（金）～18日（日）
参加人数 ： 参加人数     延 1,617 人 保育数 延 26 人
実行委員 ： 16名（16団体）
実行委員会 ： 平成28年11月12日～平成29年7月22日(6回開催）

男女共同参画週間について

講演会等

女性 男性 その他 未記入 全体 保育

　男女が、互いにその人権を尊重しつつ喜びも責任も分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十
分に発揮することができる男女共同参画社会の形成に向け、男女共同参画社会基本法の目的及び基本理念に関
する理解を深めるために設けられた週間。国では、平成13年度より毎年、6月23日から6月29日までと定められ
ている。
　平成29年度も国の『男で○、女で○、共同作業で◎。』という標語のもとキャンペーンや啓発活動を実施。
　エポック10でも、平成5年度より当センターで活動している団体・センターの運営委員・事務局で、エポッ
ク10男女共同参画週間実行委員会を組織し、男女共同参画について様々な観点から参加団体毎に各種イベン
ト・展示・実演を企画している。

参加者数

6月16日
（金）

10:00～
12:00

「考える力！思いやりの心❤を育てるために親が今できる
こと」―親業に学ぶコミュニケーション―
◆講師：久保まゆみさん（親業を学ぶ会「架け橋」代表）
◆主催：親業を学ぶ会「架け橋」
ワークやロールプレイを通して、考える力や思いやりの心
を育てるためには、普段親がどのように関わればよいか見
直し、考える参加型講演会。

10 2 0 14 26 4

13:00～
15:00

「フリートーク・カフェ　終の住み処を考える」
～私の終わり方～
◆主催：自主グループエポック10
健康で活躍できる高齢者が増えている一方で、自分の最後
が見えにくくなっているように思える。「精神や健康の問
題はどうか？住む所はどうか？自分の終り方はどう考えた
らいいのか？」を一緒に考える。

8 1 1 6 16 0

18:30～
20:30

―みんなの思いを声に出して―「笑顔あふれる地域をつく
ろう」
◆講師：萩原なつ子さん（立教大学教授）
◆主催：エポック１０運営委員会
女性にやさしい地域づくりのために何をすれば良いか、そ
して拠点施設のエポック１０の役割について考える。

9 2 0

日時 内容

21 2

19:00～
21:00

がんへの「新しいケアのかたち」
～マギーズ東京と暮らしの保健室からの提案～
◆講師：秋山正子さん（マギーズ東京センター長　暮らし
の保健室室長　ほか）
◆主催：ぐるーぷGSC
がん患者とご家族への病院以外でのがん相談支援「新しい
ケアのかたち」について紹介。

25 8 0 49 82 2

10
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女性 男性 その他 未記入 全体 保育

0

0 27 38 3

82 1

「男脳」「女脳」取扱い説明書を読む
◆講師：黒川伊保子さん（脳科学者）
◆主催：豊島・健康と環境を守る会
男女共生参画社会へのまず一歩、男脳・女脳の取扱い説明
書を読むことから始める。

35 8 0 39

0

14:00～
16:30

「LGBTをフェミニズムの視点で考える」
～「性」の常識って何だろう～
◆講師：遠藤まめたさん（「やっぱ愛ダホ！Idaho-net.」
代表）
◆主催：エポック１０ゼミの会
この頃話題のLGBT(性的少数者)のニュースをジェンダー・
フェミニズムの視点から深めた講演会。

13 5 0 28

6月17日
（土）

10:00～
12:00

「ホームスタート・わくわく活動報告会」
◆講師：山田幸恵さん(ホームスタートジャパン事務局長)
　　　　荒砥悦子さん　浜千加子さん
　　　　（ホームスタート・わくわくオーガナイザー）
◆主催：豊島子どもWAKUWAKUネットワーク
イギリスではじまった家庭訪問型子育て支援ホームスター
トの概要を紹介してもらう。また、豊島区内で去年から活
動を開始したホームスタート・わくわくの活動報告。

9

1

62 9

14:00～
16:00

「子どものSOS聞こえていますか？
　保健室から見える貧困、虐待、性のリアル」
◆講師：秋山千佳さん（ルポライター）
◆主催：新日本婦人の会豊島支部
子どもたちが抱える様々な問題について考える講演会。

9

18:30～
20:30

1 0 12 22 3

14:00～
16:00

メインイベント
「働く女性はなぜ苦しいのか」
～変化は自分と職場から起きる～
◆講師：浜田敬子さん（Business Insider japan統括編集
長／AERA前編集長）
◆主催：エポック１０フェスタ２０１７実行委員会」
働き続けるうえで大切なことをテーマに、女性であるが故
の苦労や経験、女性初のAERA編集長になり感じたこと、働
く女性の現状と課題などを伺う。

28 4 0 30

10:00～
11:30 33

116

46

0 22 29
6月18日
（日）

2

「子どもも大人も心豊かなひとときを」
ー語りと朗読ー
◆主催：豊島朗読の会ききみみずく
前半　手遊び、素話、絵本の読み聞かせ、紙芝居
後半　朗読（ひとり朗読、群読）

11 3 0 19

13:30～
16:00

「シニアがおくる絵本読み聞かせ」
◆講師：熊谷裕季子さん（学校教育ボランティアコーディ
ネーター）
◆主催：リプリントフレンズ・としま
絵本の読み聞かせパフォーマンス。

22 2 0 92

2

0

13:30～
15:00

ダイヤビック体験教室「エアロビックを楽しもう！」
◆講師：ダイヤビックひばり会インストラクター
◆主催：ダイヤ池袋
シニアでも誰でもできるエアロビック体操であるダイヤ
ビックのレベル１～３をインストラクターの指導で実施。

6

日時 内容
参加者数

10:00～
12:00

「朗読で語る　豊島区で福祉を拓いた女性たち」
―豊島区女性史『風の交叉点』より―
◆グループ『風の交叉点』
戦前・戦中・戦後と、豊島区で社会事業・社会活動に携
わってきた女性たちを紹介する。彼女たちが拓き、積み重
ねてきたものが、現在どのように受け継がれ、未来に向け
て、何が求められているかを考える。

7 0 0 17 24 0
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男女平等推進センター　交流コーナー 参加人数

　 6月16日～18日（金～日）　3日間とも9時～17時 -
◎「パープルリボン作り」◆男女平等推進センター（エポック１０） 
　　女性に対する暴力防止のシンボルリボンを作る。

　 6月17日(土)、18日(日)　両日とも10時～15時 250名
◎香り高い“コーヒー”＋菓子の提供」◆豊島えくぼの会
　　香り高いコーヒーを無料で提供する。

　 6月17日(土)12時半～16時、18日(日)10時～15時 -
◎「フェアトレード商品の販売」◆立教大学フェアトレードパートナー
　　フェアトレードによるかわいい小物や食品を販売。

　 6月17日(土)、18日(日)　両日とも13時～16時 80名
◎「簡単な手作り体験」◆なかよし会 
　　人形やストラップなどの小物を作る。

参加人数

展　示　中央図書館展示 4月28日(金)～5月25日(木) 開館時間内(28日間) 280名

展　示　本庁舎としまセンタースクエア 5月10日(水)～5月12日(金) 開館時間内(3日間) 30名

展　示　男女平等推進センター 5月16日(火)～6月23日(金) 開館時間内(38日間) 380名

＜展示参加団体＞

◆仙台市男女共同参画推進センター

　＜展示協力団体＞

◆親業を学ぶ会「架け橋」　◆NPO法人　青い空―子ども・人権・非暴力　◆自主グループエポック１０
◆エポック10ゼミの会　◆ぐるーぷGSC　◆グループ『風の交叉点』　◆豊島・環境と健康を守る会
◆豊島子どもWAKUWAKUネットワーク　◆新日本婦人の会豊島支部　◆豊島区ボーイスカウト連絡協議会
◆男女平等推進センター運営員会
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１４　団体交流会

○日時　平成29年7月22日（土）11時半～12時半 参加者数　18団体

○場所　研修室2

１、団体紹介

２、共通の課題について

　①会員の高齢化、積極性

　②集客等について

　③資金不足

３、課題の解決案

１５　エポック10区民企画会議2017

(第１回)

○日時　平成29年6月8日(木)　午後2時～3時半 参加者数　4名 女性　4名

○場所 　保育室

１、企画委員顔合わせ、オリエンテーション

２、講座の内容、講師、ターゲット層の検討

３、情報誌の企画について

(第２回)

○日時　平成29年6月22日(木)　午前10時半～12時 参加者数　4名 女性　4名

○場所 　保育室

１、第1回会議検討内容の変更について

２、検討（講師、講座の組み立て、タイトル、対象者、開催日時）

３、次回検討事項

(第３回)

○日時　平成29年7月6日(木)　午前10時半～12時 参加者数　4名 女性　4名

○場所 　保育室

１、第2回会議後の経過報告

２、検討(タイトルの決定、講座の進行、講師の決定、対象者、開催日時）

３、チラシ作成

(第４回)

○日時　平成29年7月19日(水)　午前10時半～12時　 参加者数　2名 女性　2名

○場所 　保育室

１、第3回会議後の経過報告

２、確認事項（講座の流れ、講演内容、講座で使用する物）

３、えぽっく・めいかーの企画と編集

(第5回)

○日時　平成29年8月9日(水)　午前10時半～12時　 参加者数　3名 女性　3名

○場所 　保育室

１、第4回会議後の経過報告

２、えぽっく・めいかーの企画と編集

(第6回)

○日時　平成29年9月13日(水)　午前10時半～12時 参加者数　3名 女性　2名

○場所 　保育室

１、第5回会議後の経過報告

２、えぽっく・めいかーの企画と編集
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(第7回)

○日時　平成29年9月20日(水)　午後3時～5時　 参加者数　4名 女性　4名

○場所 　保育室

１、当日のタイムスケジュール、役割分担の再確認

２、講師との打合せ

(第8回)

○日時　平成29年10月4日(水)　午前10時半～12時　 参加者数　4名 女性　4名

○場所 　エポック10会議室

１、当日のタイムスケジュール、役割分担の再確認

２、えぽっく・めいかーの企画と編集
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１６　第16回豊島区男女共同参画都市宣言記念週間講演会・パネル展示

(１)豊島区男女共同参画都市宣言記念週間講演会

タ イ ト ル　： 『男がつらいよ！～誰にも言えない男のホンネ～』
開 　催 　日 ： 平成30年2月24日(土)　午後2時～4時
会　　　　場 ： としま産業振興プラザ IKE・Biz (6階）多目的ホール
参 加  人 数 ： 95人 (女性29人、男性20人、その他1人、未記入21人）保育数 9人

講    　　師 ： 田中俊之さん（大正大学心理社会学部准教授）
概　　　　要 ： 平成14年2月15日、区は区議会の全会一致決議に基づき区民一人ひとりの人権が性別な
　　　　　　　　どの違いにかかわりなく尊重され、その人らしく暮らしていけるまちを実現するため
　　　　　　　　に、「男女共同参画都市宣言」を行った。
　　　　　　　　この都市宣言の内容の周知、宣言を記念して平成14年度(平成15年3月)より講演会や
　　　　　　　　シンポジウムを実施している。
内　　　　容 ： 過労死、結婚難、居場所がない…。男性ならではの生きづらさを、男性学の視点から
　　　　　　　　ユーモアと様々な事例を交えて解説する講演会。

◆田中俊之（たなかとしゆき）さんプロフィール

(２)豊島区男女共同参画都市宣言記念週間パネル展示

平成30年1月26日（金）～2月22日（木） 中央図書館
・都市宣言記念講演会宣伝／都市宣言とは

１７　啓発誌「えぽっく・めいかー」の発行

号数

「えぽっく・めいかー」配布先

区内公共施設 執筆関係者

区議会議員 ジェンダー研究関連施設（大学）

東京都 都立中央図書館

２２区女性センター 国立女性教育会館（ヌエック）

区立幼稚園・保育園・小・中学校（PTA含む） 運営委員・推進委員

１８　展示

（１）図書館展示
内　　容： 中央図書館にて、一般特集コーナーの一面にパネルや講演会・講座などの行事、施策等を

展示し、関連図書や資料を一緒に設置する。

展示期間： 約1ヵ月間
① 5月期　エポック10フェスタ(男女共同参画週間)特集
② 10月期　女性に対する暴力防止(ＤＶ)・デートＤＶ特集
③ 2月期　都市宣言記念講演会

（２）人権週間展示
内　　容： としまセンタースクエアにて女性の人権や性の多様性に関する周知のための展示。

NPO法人豊島子どもWAKUWAKUネットワークと、性の多様性に関する共催講座を実施した際に、
参加者と協働で作成した性の多様性理解促進のためのメッセージパネルを展示。

展示期間： 平成29年12月4日(月)～12月10日(日)　区役所

1975年、東京都生まれ。大正大学心理社会学部准教授　男性学を主な研究分野とする。
著書『男性学の新展開』青弓社、『男がつらいよ―絶望の時代の希望の男性学』KADOKAWA、『〈40
男〉はなぜ嫌われるか』イースト新書、『男が働かない、いいじゃないか！』講談社プラスα新
書、小島慶子×田中俊之『不自由な男たち――その生きづらさは、どこから来るのか』
日本では“男”であることと“働く”ということとの結びつきがあまりにも強すぎる」と警鐘を鳴
らしている。

NO.46

テーマ

豊島区で女性が「私らしく」生きるために

発行部数

3,000部

編集委員

4名
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１９　豊島区配偶者暴力相談支援センターの運営

(１)設置年月日 平成25年12月1日(日)

(２)支援センターの業務

ア．被害者に関する各般の問題への相談対応

イ．医学または心理学的指導、その他必要な指導

ウ．被害者（同伴する家族を含む）の安全確保・緊急一時保護

エ．被害者の自立支援

オ．保護命令制度関係業務（制度利用支援、裁判所への書面提出（※））

カ．被害者を居住させ保護する施設の利用

キ．通報関係業務（※）

ク．配偶者暴力被害相談の証明業務（※）

　※は支援センターとなることで実施できる業務

(３)ＤＶ専用電話の設置 支援センター開設にあわせ、「ＤＶ専用電話」を設置した。

２０　豊島区配偶者等による暴力問題相談機関連絡会議

設置根拠：豊島区配偶者等による暴力問題相談機関連絡会議設置要綱第１条(平成29年制定)

設置目的：豊島区における配偶者等による暴力に関わる問題について、関係機関の連携を確保することにより、

　　　　　被害の防止、被害者の円滑な保護及び自立支援を図る。

構　　成：会長・委員24名（区　16名、行政機関　4名、民間団体　5名）

開催状況

　　暴力相談実態調査結果報告書の配布

２１　セーフコミュニティＤＶの防止対策委員会

（豊島区配偶者等による暴力問題相談機関連絡会議専門部会）

　豊島区は、平成24年11月より、 WHO協働センターが推進するセーフコミュニティのメンバーとして国際認証

都市となった。「豊島区配偶者等による暴力問題相談機関連絡会議専門部会」は、セーフコミュニティのテー

マ別対策委員会の一つ「ドメスティック・バイオレンスの防止対策委員会」として位置づけ、暴力の未然防止

及び関係機関相互の連携強化・適切な支援に取り組んでいる。

設置根拠：豊島区配偶者等による暴力問題相談機関連絡会議設置要綱第５条

所掌事項：①配偶者等による暴力問題に係る情報の共有に関すること。

　　　　　②関連機関の連携、協力に関すること。

　　　　　③セーフコミュニティＤＶの防止対策委員会に関すること。

　　　　　④その他保護・相談体制、自立支援等に関すること。

構　　成：委員長・委員26名（区　16名、行政機関　4名、民間団体　6名）

　平成24年2月に「虐待と暴力のないまちづくり宣言」が全会一致で可決されたことを機に検討し、平成25年
12月、配偶者からの暴力の防止、被害者の自立支援及びその適切な保護を、身近な場所で迅速かつ的確に行う
ため、これらの中心的な役割を担う「豊島区配偶者暴力相談支援センター」（以下「支援センター」とい
う。）を開設（機能整備）した。

午後2時～4時　 3.各相談機関等の取り組み状況について

「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」第3条第3項
第1号～第6号に規定する業務等を行う。

研修室2 4.「豊島区配偶者等による暴力問題相談ネットワーク」の確認について

5.配偶者等による暴力問題相談機関連絡会議専門部会の報告

開催日時・会場 内　　　　容　　　　等

1.配偶者暴力相談支援センターの実績報告について

平成29年6月2日(金) 2.豊島区男女平等推進センターの取り組みについて

6.としま男女共同参画推進プラン・としま男女共同参画推進プラン(概要版)

　・第２次豊島区配偶者等暴力防止基本計画(概要版)

　・平成28年度豊島区男女共同参画推進行動計画及び第2次豊島区配偶者等
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開催状況

第１回

1.セーフコミュニティ再認証について

     午前9時30分～12時

第２回

1.本審査での発表者について

     午後2時00分～4時00分 2.再認証資料（DVの防止）について

3.セーフコミュニティ再認証現地審査スケジュールについて

　第３回

1.セーフコミュニティ本審査プレゼン発表

２２　職務関係者研修

２３　ＤＶ被害者支援対応マニュアル説明会

平成29年6月23日(金)

平成29年6月28日（水）

平成29年10月6日(金)

研修室2

3
「保健所の相談業務及びDV対応について」
　　　講師：池袋保健所健康推進課　宮川玲子氏
　　　対象：ｾｰﾌｺﾐｭﾆﾃｨＤＶの防止対策委員

　平成24年3月、ＤＶ被害者に対応する区役所関係課職員が、ＤＶへの理解を深め、関係機関と連携を強化
し、円滑で適切な対応をしていくための「ＤＶ被害者支援対応マニュアル」を作成し、関係課へ配布し、関係
課職員を対象に引き続き説明会を実施した。

午後3時～4時

内　　　　　　　　　　　容

実　　施　　日 平成29年6月28日（水）　午後2時～3時30分

会　　　　　場 研修室２

出　　席　　者

平成29年11月7日（火）

午後4時30分～5時30分

研修室2

午後2時～3時30分

研修室2

総合窓口課・税務課・国民健康保険課窓口職員　等

研修室2

　ＤＶ被害者等への適切な対応と関係機関の円滑な連携、及び生活再建への的確な支援をしていくために、職
務関係者のスキルアップができるよう、また、ＤＶ被害者への理解が深まるよう職務関係者研修を実施した。

実　　施　　日 内　　　　　　　　　容

1
「離婚調停に関わる事項、面会交流、養育費について」
　　　講師：養育費相談支援センター主任相談員　渡辺浩子氏
　　　対象：ｾｰﾌｺﾐｭﾆﾃｨＤＶの防止対策委員午前10時30分～12時

「連携する立場から（事例・取組など）」
　　　講師：男女平等推進センター　上間愛氏
　　　　　　子育て支援課　常松幸子氏
　　　対象：区民課・税務課・国民健康保険課窓口職員　等

2

研修室2

平成29年10月6日(金)

開催日時・会場 内　　　　容　　　　等

平成29年6月23日(金)

研修室2
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２４　相談機関の周知

　ＤＶ相談カードの設置及び配布

２５　「デートＤＶ予防教室」の実施

実　施　月　日 時　　　　間 受講者数

1 平成30年3月7日(水) 13：30～14：20 75名

2 平成29年11月9日(木) 13：35～14：25 104名

3 平成30年3月9日(金) 10：40～12：15 68名

4 平成30年3月8日(木) 13：35～15：00 96名

5 平成30年3月9日(金) 13：30～15：00 155名

6 平成30年3月5日(月) 13：35～15：05 149名

7 平成30年3月7日(水) 10：50～12：20 81名

8 平成30年3月6日(火) 13：40～14：30 117名

9 平成29年12月19日(火) 15：00～16：30 9名

854名

２６　女性に対する暴力をなくす運動の取り組み

運動期間　：　11月12日（日)～25日（土）

女性に対する暴力をなくす運動について

　配偶者からの暴力を受けた被害者等が、被害が重度化する前に相談でき、被害者の早期相談・早期発見につ
ながるよう相談窓口を周知をしていくため、相談先を記載した「ＤＶ相談カード」と「デートＤＶ相談カー
ド」を作成し、イベントの参加者に配布したり、区の施設等に設置した。

配　　布　　及　　び　　設　　置　　先

配
布

乳児健診（毎月4回）、エポック10フェスタ、女性に対する暴力をなくす運動、成人式、区立中学校
デートＤＶ予防教室、専門相談講座

　近年、若年層において顕在化してきているデートＤＶを、将来、深刻な配偶者間のＤＶにつながらないよう
していくために、昨年度に引き続き予防対策として、区立中学生を対象とした「デートＤＶ予防教室」を実施
し、若年層への周知啓発を促進する事業を実施した。

実　　　施　　　校

駒 込 中 学 校

巣 鴨 北 中 学 校

　女性の人権を著しく侵害する配偶者等からの暴力、性犯罪、売買春、人身取引、セクシュアル・ハラスメン
ト、ストーカー行為等の女性に対する暴力を根絶していくことは、男女共同参画社会を実現していく上で最も
重要な課題の一つである。このような観点から運動を一つの機会として、期間中において、国、自治体、民間
団体等が挙げて、女性に対する暴力防止に対する社会の意識啓発、人権尊重の意識づくり、教育の充実を図
り、周知・浸透させていくものである。本区においても引き続き期間中にさまざまな取り組みを行った。

西 池 袋 中 学 校

明 豊 中 学 校

立 教 大 学

計

西 巣 鴨 中 学 校

池 袋 中 学 校

設
置

区
関
係
施
設

①区役所（5か所）　②池袋保健所　③長崎健康相談所　④エイズ知ろう館　⑤子育て支援課　⑥子
ども家庭支援センター（2か所）⑦区民ひろば（25か所）　⑧保育園（区立19か所）　⑨生活産業プ
ラザ（受付）　⑩東部区民事務所　⑪西部区民事務所　⑫図書館（７か所）　⑬西部生活福祉課
⑭地域文化創造館（5か所）　⑮子ども課　⑯ジャンプ（2か所）
　
　　　　　　　　　　　　　　　以上　16施設　74か所

区内医療機関　　　112か所
区内薬局　　　　　105か所

千 登 世 橋 中 学 校

千 川 中 学 校

そ
の
他
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　　　　　　　　　　　内　　　　　容 実　施　日

⑥全職員（リボン）

2 相談カード等の配布 運動期間を中心に実施

鬼子母神plus（池袋保健所１階）・エポック10情
報交流コーナーに啓発資料の展示

鬼子母神plus：11月中

取　り　組　み

1
区の三役等が運動のシンボル
であるパープルリボンを着用

①区長、副区長、教育長（バッジ）

⑤民生委員児童委員（バッジ）

運動期間と相談窓口の周知 11/1号（特集号）掲載

広
報
・
展
示
等
に
よ
る
啓
発

としまテレビ出演 期間中の取組みについて、としまテレビで周知。 11/16撮影・放映

ななまる・そめふくちゃ
んのパープルリボン着用
（写真撮影・着用）

豊島区公式キャラクター「としまななまる」「そ
めふくちゃん」の着ぐるみにパープルリボンを着
用し、写真撮影（※内閣府HPに掲載）及び期間中
のイベントにて周知。

「パープルリボンの木」
の作成

11/2撮影
期間中のイベントにて

着用

12/4～10の人権週間の展示（としまセンタースク
ウェア）にて、「パープルリボン作成コーナー」
を設置し、参加者に作成してもらい、「パープル
リボンの木」の模造紙に貼ってもらう参加型イベ
ントを実施。

12/4～12/10

期間中

②庁内の管理職（バッジ）

③区議会議員（バッジ）

④庁内等の関係課窓口職員（バッジ）

パネル展示
区役所4階東面及びエポック10情報交流コーナー
においてＤＶ防止啓発パネルを展示

パープルリボンキャンペーン
豊島区／ＮＰＯ法人青い空
みんなで踊ろう「Break the chain（ブレイク・
ザ・チェーン）」in池袋

2月14日（火）
としまセンタースクエア
（区役所本庁舎1階）

6 専門相談講座
ＤＶ専門相談講座
「イマドキの中高生の恋愛事情～うちの子の恋
愛、だいじょうぶ？」を開催。

11月22日（水）
18:30～20:30

エポック10　研修室2

5
「女性に対する暴力をなくす
運動」特別講演会

「考えてみよう、彼女たちのこと。～JKビジネス
の実態と背景から～」を開催。

12月8日（金）
18:30～20:30

としま産業振興プラザ
6階　多目的ホール

3 相談カード等の設置 ＤＶ相談先カードの設置施設の状況確認及び補充 運動期間を中心に実施

民生委員・児童委員の子育てサロンにつどう母親
などに、相談カード入りポケットティッシュを配
布

ふくし健康まつり、こころまつり、ワークライフ
バランスフォーラムで、キャンディ入り相談カー
ドグッズを配布。

11/1～11/29

啓発資料の展示

7

モザイカルチャーに暴力
防止啓発のタスキがけ

池袋西口駅前広場のフクロウのモザイカルチャー
に暴力防止啓発のタスキをかけ、通行する人々へ
暴力の根絶をアピールする。

11/8～11/27

区内福祉バス（3台）に
マグネットラッピングを
貼る。

女性への暴力防止の啓発パネルを車体に貼ってア
ピールする。

4

期間中

「広報としま」に啓発記
事掲載

　上記関係者が一斉にリボンを着用し、運動の周
知・浸透と暴力防止のアピールを行う。
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２７　相談事業

(１)事業内容

(２)相談件数

(３)相談状況

① 一般相談

(ｱ) 年齢別利用状況
30歳以下 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上 不  明

923

一般相談
専門相談 専門相談

合　　計
法律 こころ ＤＶ 計

43 48 23 114 1,037

0

0 0 0 0 9 9

0

0 0 0 0 0 0

0 6 6

0 0 0 0 0 3 3

52

0 0 0 0 0

　女性をとりまく、さまざまな問題“夫婦・親子・男女・生き方・人間関係”などの悩みを、プラ
イバシー保護のもと気軽に安心して相談できる場として各種相談事業を実施している。

相　　　談　　　名 相　談　日 相　談　時　間

一　　般　　相　　談 施設の開館日
午前9時～12時
午後1時～5時

専
　
　
門
　
　
相
　
　
談

法律相談〔予約制〕
　女性弁護士
　　　　　（１人30分以内）

第1金曜日 午後1時30分～4時30分

第3金曜日 午後6時～9時

こころ相談〔予約制〕
　女性臨床心理士
　　　　　（１人50分以内）

第2水曜日 午後1時30分～4時30分

第4火曜日 午後6時～9時

ＤＶ相談〔予約制〕
　女性カウンセラー
　　　　　（１人50分以内）

第1水曜日 　午後6時～9時

合　計

男

新規

継続

女

新規

継続

81 914

5 11 5 3 31

16

52 288 218 196 79

1

5 2

0

100.0%9.8%8.6%21.2%23.6%31.2%5.6%

9239079196218288

0 0 0 0

0 0 0 0 0

0

0 0 0 0

0

244

28 217 136 156 52 34 623

18 54 72 34 43

1 6 5 1 2

0

内　　　　訳

来 所

電 話

来 所

電 話

来 所

電 話

来 所

電 話

来 所

電 話

来 所

0 0 0 0

0

0 0 0

0 0 0

小    計

小    計

小    計

0 0 0

合　　　計

年齢別相談率

0

0 0 0 0 0 0

0 0 0

23

不
明

新規

継続
電 話
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(ｲ) 職業別利用状況

男

女

不明

計

男

女

不明

計

男

女

不明

計

男

女

不明

計

(ｳ) 内容別対応状況

内
　
　
　
容

② 専門相談

(ｱ) 月別利用状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2 8 3 4 1 4 4 4 4 2 3 4

3 4 4 2 5 4 3 5 5 3 5 5

2 1 2 2 2 1 1 2 2 3 3 2

7 13 9 8 8 9 8 11 11 8 11 11

(ｲ) 法律相談(相談内容)

(ｳ) こころ相談(相談内容)

0

156

48

583

2

情報提供・
助言

169

266

186

17

4

他機関へ対
応依頼

4

35

9

1

3

他機関を紹
介

35

87

31

9

0 0

正規職員
ﾊﾟｰﾄ

ｱﾙﾊﾞｲﾄ
派遣等

59 156

5 3898 21

1

5 3898 20

0 00

0 0 0 0

0 0

0

0

19

0 54 19

1 00 0

0

0 0 0 0 0 0

0

0

64 199481 151

1 00 5

65 199

0

7

7

0 0 0 0 0 0

２　夫婦・親子・男女 440

５　その他 126

(うちセクハラ)　 3 10

合　　　　計 1,396 2,339

22063

104

5

3

701

10

28

2

1

59

４　からだ・性 21

21

法 律 相 談 43

こ こ ろ 相 談 48
Ｄ Ｖ 相 談 23

相　談　名 合　計

(うちＤＶ)　 145 324
　(うち虐待)　 6 17

3

183

47

4

合　　　計 114

相談の内容
夫婦関係 相続・遺言 金銭ﾄﾗﾌﾞﾙ 男女関係 その他 合計

2 1 5 1

1

合　計
傾　　聴

828

３ 人間関係(仕事・暮らし) 434 660

相談の内容
夫婦関係 親子関係 人間・職場 生き方 その他 合計

１　生き方(こころ) 375

5918 12 4 22 3

4839

区

内
379

379

0

区

外

0

無　職

合

計

都外

不明

自　営

3

11

14

0

1

1

0

0

0

3

12

15481

1 54

男
女
別

59 156

地
域
別

17.7%

3.1%

0.0%

3.1%

11.1%

914

923

合　計

7

724

731

1

162

163

1

0

0

1.0%

99.0%

0.0%

100.0%

9

28

29

利用率

77.8%

79.2%

0.0%

79.2%

11.1%

17.7%

0.0%

その他

0

7

7

0

0

116

112

0 0 0

0 0

4

不　明
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２８　施設利用状況

(１)施設利用状況

開館日数 282 日 全利用者数

(内訳) 女性 男性 その他 幼児

平成29年4月 生活産業プラザ会議室(開館日数 13日)

　会議室　(定員28名) 利用率

平成29年5月～ ＩＫＥ・Ｂｉｚ(としま産業プラザ)３階　(開館日数 269日)

　研修室１　(定員１６名) 利用率

　研修室２　(定員３９名) 利用率

　保育室　(定員１５名) 利用率

女性 39 45 23 107

人数計 40 78 33 151

38.6%

合　　　　計 内登録団体利用

時間帯 午前 午後 夜間 計 午前 午後 夜間 計 利用率

件数 109 83.1%

女性 709 820 272 1,801 608 716 253 1,577 87.6%

143 55 307 95

17

1,869 人

10 44

43.6%

合　　　　計

午前 午後 夜間 計

5

113 47 255

80.5%

人数計 776 1,029 392 2,197 660 882 355 1,897 86.3%

7 100.0%

男性 61 208 120 389 46 165 102 313

32.3%

合　　　　計 内登録団体利用

その他 6 1 0 7 6 1 0

利用率

件数 81 129 47 257 41 69 40 150 58.4%

時間帯 午前 午後 夜間 計 午前 午後 夜間 計

841 1,597 423 2,861 431 798 316 1,545

100.0%6

人数計 438 394 22 854

保育者 226 195 9 430

幼児 212 199 13 424

件数 62 45 3 110

その他 0 0 0 0

424 人

9,424 人

16 人7,115 人

男性 1 33

時間帯

件数 8 4

その他 3 3 0 6 3 3 0

夜間 計

人数計 1,037 2,103 747 3,887 502 55.3%

13.8%

合　　　　計

時間帯 午前 午後

1,069 577 2,148

54.0%

男性 193 503 324 1,020 68 268 261 597 58.5%

女性
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　交流コーナーテーブル席

　ワーク室（印刷機） パソコン利用

(２)図書・ＤＶＤ

 所蔵数 図書貸出状況

月平均(冊)

48枚 31 2.6ＤＶＤ

429

件数 70 件数 532

その他 0 その他 0

人数計 157 人数計 532

男性 19 男性 103

女性 138 女性

図　書 1,157冊 貸出総数(冊)

人数計 914 人数計 249 人数計 483 人数計 1,646

女性 1,349

男性 188 男性 53 53 男性 294男性

女性 725 女性 195 女性 429

その他 1 その他 1

件数 480 件数 729

大ﾃｰﾌﾞﾙ (定員10) 中ﾃｰﾌﾞﾙ(定員4) ﾃｰﾌﾞﾙ(個人利用) 合　　　計

その他 1 その他 3

件数 171 件数 78
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２９　報道発表・各メディア掲載状況

(１)各メディア掲載状況

①　新聞

1

３０　刊行物一覧（平成３０年３月３１日現在）

1,500円

平成４年４月

平成５年４月

平成８年３月

豊 島 区 女 性 誌

風の交差点　 豊島に生きた女性たち

風の交差点２ 豊島に生きた女性たち

風の交差点３ 豊島に生きた女性たち

風の交差点４ 豊島区女性史通史

書　　　　名 販売価格発　　行

平成６年３月

種　　別

1,500円

1,500円

1,500円

日付

平成29年12月2日(土)

新聞名

朝日新聞

タイトル

JKビジネスの実態や背景を知る講演会＠池袋
   （女性に対する暴力をなくす運動特別講演会）
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３１　作成物一覧

１．審議会における女性委員の比率向上計画

(1)目的：平成33年度までに女性委員比率を40％以上にする目標を達成するため、各所管課が必要と

　　　　 なる具体的な方策を定め、政策・方針決定過程への女性の参画を促進することを目的とす

　　　　 る。

(2)策定年月：平成30年2月

(3)概要：①計画策定の背景　②女性委員比率の現状　③計画の目的・目標

　　　　 ④計画における審議会等の考え方　⑤計画推進のために(方策)　⑥対応策一覧

２．多様な性自認・性的指向に関する対応指針

(1)目的：一人ひとりの個性が尊重され、自分らしく生きることができる「男女共同参画都市」を目

　　　　 指す中、職員及び教職員が多様な性自認・性的指向に対する理解を深め、当事者の人々に

　　　　 対する適切な配慮・対応を身につけることを目的とする。

(2)策定年月：平成30年2月

(3)概要：①多様な性自認・性的指向に関する基礎知識

ア.国や地方公共団体等の取組み

イ.職員の理解促進の必要性

ウ.多様な性自認・性的指向のあり方

エ.日常生活・社会生活における困難

　　　　 ②職員等及び教職員に求められる配慮・対応

ア.区民に対する配慮・対応

イ.児童・生徒に対する配慮・対応

ウ.職場における配慮・対応

　　　　 ③多様な性自認・性的指向に関する相談機関・支援団体

　　　　 ④多様な性自認・性的指向に関する関連用語
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豊島区立男女平等推進センター

(エポック１０)

〒171-0021

豊島区西池袋２－３７－４

としま産業振興プラザ（ＩＫＥ－Ｂｉｚ）3階

TEL ０３(５９５２)９５０１

FAX ０３(５３９１)１０１５

作成　平成30年4月


